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各章末の注釈において‘参考･引用した文献やホー

ムページリンクはQRコードを掲載した 本書を片

手に，スマートフォンなどでコードを読み取ること

が出来れば，本文と関わる資料をあわせて確認する

こともできる．

表紙には，色鮮やかな作品とともに，製作途中に

撮影された6人の作家たちの顔が並んでいる．いず

れも，鳥取市の「アートスペースからふる」に所属

する「アーチスト」である 就労継続支援を行う事

業所として，「アートスペースからふる」は運営さ

れているが，そこに通う利用者一人ひとりが「アー

チスト」として位置付けられている（本書p,57）．

表紙に掲載された彼らとは，筆者が所属していた学

生サークル「鳥取大学障害児教育研究会」での活動

をきっかけに出会った．かれこれ，四半世紀の時間

が経過した付き合いである．

本書を出版するにあたり、表紙に彼らの登場をお

願いした理由は，筆者の研究活動の原点が彼らとの

出会いにあったことである‘長年の付き合いへの御

礼も含めて，表紙に登場していただいた 彼らとの

付き合い無くしては‘本書で扱っている「障害者の

生涯学習｣，そして書名に掲げた「ライフワイド」

の視点は見いだせなかったと言えよう．本文中で登

場するマナさん（第4章)，和弘さん（おわりに）

も表紙に収まっているが，他のアーチストも含めて

表紙に写っているのは､いずれも筆者と一緒に沖縄

音楽の活動に参加してきた仲間である(本書p.45 ) .

出版社が用意した宣伝文では，本書のことを次の

ように記している')．

「本書のテーマは|瞳害者の生涯学習である．これ

まで特別な支援を必要とする人々については，学校

教育以外の学びの場があるとはいいがたかった．し

かし2017年に文部科学省が「特別支援教育の生涯

本書の構成と表紙を飾る仲間たち

本書は.全62頁のブックレットである これまで，

共編著や分担執筆でいくつかの出版に関わってきた

が,筆者としてはこれが初の単著になる．草立ては，

以下の通りである．

はじめに 障害のある人にとっての生涯学習

第’章 はじまった「特別支援教育の生涯学習化」

第2章「もっと勉強したい！」の声と専攻科づく

り

第3章 青年期の自分づくりを保障する学び

第4章 ライフワイドと自分みがきの生涯学習へ

おわりに 地域でライフワイドな学びや活動を生み

出そう
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学習化」の方針を打ち出したことで，政策の大きな

転換が図られた．／国の教育行政が取り組む障害者

施策が学校教育中心にとどまらず，新たに生涯学習

施策として『総合的に展開」することになったので

ある．そうしたなかで，特別支援学校高等部におけ

る短大的な位置づけの「専攻科」の設置や，地域に

おける生涯学習の拠点づくりが始まっている．／本

書はこれら新しい政策動向と具体的な取り組みを紹

介しつつ，障害のある人たちの発達保障と社会参加

を達成する上での教育の果たす役割を示すものと

なっている.」（｢／」は改行）

表紙の彼らとの出会いから，「余暇」に着目して

卒業論文を執筆することになるが，その頃は障害者

の社会教育や生涯学習に関する論稿や実践は限られ

ていた．以来，細々と研究活動を重ねてきたが，こ

のテーマが国の政策として扱われる時代が到来する

ことは‘正直予測がつかなかった．

要求と生涯学習」は，本書を構成する上での一つの

基礎となっている．そこでは，「ライフヮイド」の

語は用いていないものの，教育権保障の「タテ」と

「ヨコ」の視点について述べている2)．後にこの箇

所について，湯浅・加藤（2022）は「発達保障論

が提起した「タテの発達とヨコヘの発達」（略）と

いう論理を援用したと思われる」3）と解されてい

るが,筆者からすると指摘の半分はその通りである．

本書の出版直後，本研究所の田中テクスト勉強会

（2023.3.27）で報告する機会を得たが，そこで筆者

の教育権保障の「タテ」と「ヨコ」の整理の変遷を

紹介した．紀要第28号では，表3として「青年期・

成人期の障害青年の学びの実践の整理」に，青年期

の教育年限延長ニーズを「タテへの権利」に向けた

保障とし，成人期の生涯学習ニーズを「ヨコヘの権

利」と位置付けている．この最終形が，本書第4章

(本書p.44 )における「青年・成人期の学びの実践

の整理」であるが，勉強会の報告ではこの表の変遷

を紹介した．表の原型は, 2013年3月に全障研・

発達保障研究集会における議論を通じて作成した筆

者のメモである．以来，若干のアップデートを経て

いるが，その大枠は変わっていない 糸賀一雄や田

中昌人らが提唱した「発達保障」を学んできた身と

しては，「タテの発達とヨコヘの発達」は馴染みが

深い言葉でもあった．教育年限延長ニーズを受け止

める特別支援学校高等部専攻科，それに代わる形で

広がっていた「福祉型専攻科・大学」の実践を整理

するにあたり‘メモの中で権利保障の「タテ」と「ヨ

コ」を用いたのは，どこか自然なことであった．

では，発達保障論におけるタテとヨコの援用の残

り半分は何かとなると．ユネスコで生涯教育の理念

を提唱したポール･ラングランによる,生涯教育（学

習）の垂直統合（時間的統合）と水平統合（空間的

統合）の援用である この点は研究ノートでは触れ

てあることだが，実は「ライフワイド」の語はその

時点では浮かんでいなかった．「水平統合（空間的

統合)」がすなわち「ライフワイド」になるのだが，

「ライフワイド」の語に筆者が触れたのは，紀要第

28号発行後のことである．具体的には，本書第4

章で紹介したユネスコ( 2015 )の｣｡Rethinking

Education" (文部学省仮訳「教育を再考する｣）の

存在を知ったのが2019年であったからだが4),そ

れに記されていた「生涯にわたる(life-long) ,全生

活的な(life-wide)学習へのオープンで柔軟なアプ

ローチ」が,あたためていた実践の整理における「タ

テ」と「ヨコ」に重なる形であることに気づいた．

調べてみると，「ライフヮイド(life-wide)」の学

習への言及が少ない中で，香港教育局が"Lifewide

learning"の語を用いていることが分かった5) 香
港では，カリキュラム開発の一分野として「ライフ

｢ライフワイド」の響きと可能性

「障害者の生涯学習」が国の政策で取り組まれて

いくと，関連した内容での学会シンポジウムや論稿

の発表 そして書籍の出版が相次いだ．その流れの

中で，筆者もいくつかの論稿を執筆したが，本書の

書名には「生涯学習」の語は用いていない．そのた

め，ネット検索で「障害者の生涯学習」と検索して

もヒットしづらいこともあり，先の出版社による宣

伝文は，大手ネット通販サイト等での本書の紹介と

して活用された．

本書の企画段階では，書名に「生涯学習」の語を

入れた形で「障がいのある人々の学齢期からの生涯

学習：ライフロングとライフワイドの結合（仮)」

(2021年3月21日段階)としていた.障害のある人々

の「生涯学習」といった場合，これまでは後期中等

教育を修了した後の青年期・成人期が対象となるこ

とが多かったが，学齢期からの「生涯学習」を視野

にする形で扱いたいというのが‘他にはない本書の

特徴と考えたからである．そこで，副題に位置づけ

ていた「ライフワイド」の語を主題に出すことで、

書名としての収まり具合を検討した結果 入稿時の

タイトルがそのまま書名となった．

「ライフワイド」という言葉自体は．筆者が編み

出したものではなく，生涯教育（学習）の世界では

古くより存在していたものである．詳しくは本耆

( pp.42-43 )で確認していただきたいが，この言葉

自体をタイトルにした書籍は散見の域で確認されな

かったこともあり，その言葉の響きとともに目新し

さがある形になったと思われる．

ところで，本研究所紀要第28号( 2018 )に掲載

された筆者の研究ノート「障害青年の教育年限延長
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涯学習の視点から論じた形になります．タイトルに

も掲げた「ライフワイド』は，教育年限や階梯を延

伸させていく縦軸に対して，各ライフステージにお

けるその選択肢を拡張させていく横軸の意味から用

いました．高等教育の漸進的無償化以前に，障害の

ある人にとっての高等教育には門戸を広げるという

点でまだまだ課題が残されています．また，障害の

ある若者たちに関わっていると，日頃接している学

生の育ちや発達を保障する高等教育の在り方を考え

ることへと自然に頭と心が向かいます．地方私立短

大に身を置く立場ですが，一隅を照らす形で‘これ

を励みに研究や実践に引き続き遇進していく所存で

す.」

障害のある人々の「生涯学習」は，高等教育もそ

の一つとして位置づけられるが，本書ではその手前

の段階までとなっており，高等教育への言及は筆者

の今後の課題である．そこで，学会記念賞を受賞し

た学会第21回大会では，「障害者権利条約の対日審

査を踏まえた高等教育における障害者の受入れに関

する考察」と題した自由研究発表を行った．発表の

中では、文部科学省が「障害のある学生の修学支援

に関する検討会」の第三次まとめを公表する直前と

いうこともあり、検討会の議事録から国連・障害者

権利条約に対する2022年の対日審査の勧告の影響

の有無を確認した．検討会の議論では，知的障害に

関する言及があったが，日本学生支援機構が毎年実

施している「大学，短期大学及び高等専門学校にお

ける障害のある学生の修学支援に関する実態調査」

では公表されていない，知的障害の学生の数が報告

されていた．日本学生支援機構の調査では，知的障

害は精神障害の「他の精神障害」に区分されて，独

立して集計・公表されることがなかったため，検討

会で数が示されたことは驚きのことであった．それ

までも，所属する短期大学の調査回答に際して，自

由記述欄に知的障害の数の公表を求めることを記入

してきたが，調査主体に受け止められることはな

かった ところが,検討会での数の公表に終わらず，

2024年度調査（2025年8月公表予定）では，知的

障害の集計が精神障害から独立することにもなっ

た．文部科学省や日本学生支援機構は，高等教育機

関での障害学生としての知的障害には頑なに触れよ

うとしなかったが，ここに来てその姿勢が崩れてき

ていると言えよう．

このような変化の中で，本書が障害児教育の関係

者に限らず，広く大学関係者にも参考・活用される

日が来ることは，さほど遠くない未来のことかも知

れない．

ワイドラーニング」を設定し，教室での学習では達

成が難しい目標を達成するために，実際の状況と本

物の環境で生徒が学習することが目指され、様々な

組織が関連して学習機会を提供する可能性を模索し

ている．主に学校教育を主眼にしたカリキュラム開

発のようであるが，時間軸で「タテ」の方向に注目

すると，最終的には教育制度として形が定式化され

てしまう．一方で，「ヨコ」の方向への注目は無限

の可能性が秘められており，これからの教育や学習

を論じる上で広げていきたい視点として映った．そ

のことから，障害のある人々の生涯学習の新展開と

して，これまでになかった乳幼児期や学齢期への着

目，そしてそれらのライフステージを学校教育に留

めずに「ヨコ」に広げていく発想をもつことを「ラ

イフワイド」の語で提起していくことが，本書の使

命にもなると考えた．

大学評価学会 田中昌人記念学会賞を受賞

本書の出版から1年後, 2024年3月に早稲田大

学で開催された大学評価学会第21回全国大会にお

いて，筆者は第8回「田中昌人記念学会賞」を受賞

した．学会の初代共同代表であった田中昌人の業績

を顕彰すると同時に，「大学評価 大学問題 学費

問題での研究（主として若手）を奨励」する目的と

して, 2010年よりこの賞が授与されている6).そ

の受賞業績が，本書である．

本書は,大学教育自体に言及したものではないが，

第2章の「専攻科」づくり運動，第3章の専攻科教

育を通じた青年期の発達課題に資する教育の営みが

評価された．障害の有無に関わらず大学教育のあり

方．そして学会でも議論が重ねられている大学にお

ける青年期の発達保障のあり方に．本書で扱った内

容が大いに参考になるというものであった．

個人的には，近江学園の初代園長である糸賀一雄

が筆者の高校（鳥取県立鳥取東高等学校，旧制県立

鳥取第二中学校）の先輩であること‘近江学園で発

達研究を行ってきた田中昌人，その田中の教え子で

ある諸先生方に大学入学以来ご指導をいただいてき

たこともあり，本研究所初代所長「田中昌人」の名

が冠された賞の受賞には不思議と縁を感じざるを得

なかった．地元・烏取の日本海新聞( 2024.4.4付）

では受賞の記事が掲載され，全国新聞ネットの

WEBサイト「47NEWS」でも配信された．

受賞者のコメントとして，学会通信第58号に掲

載された「受賞者のことば」の一部が以下である．

「拙著は，障害のある若者，特に18歳以降の人の

教育の機会保障を扱った内容です.わが国において，

高等教育の機会から遠ざけられている彼らにとっ

て､学び続けることの意義は何かを『専攻科」や生
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一般就労した知的障害者の3分の1が，就職後1年

未満で退職しており，離職後の転職は精神的な立ち

直りも含めて容易なことではない そこに，ただ新

たな仕事に向けた資格取得やスキル獲得の学習機会

を求める形だと，傷の上に傷を重ねることにもなり

得るだろう．生涯学習の議論を，スキルアップとし

てのタテへの方向性に収數させてしまうと，仕事や

社会への適応として機能してしまう恐れがある．ゆ

えに，ヨコヘの方向性としての「ライフヮイド」の

視点をもつことで，「就職後」とか「転職後」とい

う将来のために今を我慢する形ではなく、今の充実

が将来を豊かに形成していく形で．生涯学習に関す

る取組みが位置づけられる必要があるという思いを

込めて応答した．

改めてこの応答を議事録で確認して浮かぶのが，

糸賀一雄らを取り上げたNHKスペシャル「ラスト

メッセージ」における，糸賀のラジオ出演での肉声

である

「ただ発達というのは／はえば立て 立てば歩め

よという｜『縦軸」の発達だけじゃなくて｜横に豊

かなものがいくらでも／発達していくんだというこ

と｜それは何かというと 感情の世界をね／豊かに

持っているということ｜縦の発達だけじゃなくて／

横の発達があるということに｜私たちは希望を持つ

んですよ」（｢／」は改行。「｜」は画面切替）9）

人間発達における縦軸の視点に加えて，無限に広

がる横軸の発達が加わることで，その世界観が希望

に満ちた豊かなものとなることを願った糸賀の言葉

に学びながら，生涯学習を豊かな発想で捉えていき

たい思いがそこにはあったと言える．

分科会では‘後に議論のまとめとして, 2024年6

月に「第12期中央教育審議会生涯学習分科会にお

ける議論の整理～全世代の一人ひとりが主体的に学

び続ける生涯学習とそれを支える社会教育の未来へ

の展開；リカレント教育の推進と社会教育人材の養

成・活躍のあり方～」を公表した．「今期重点的に

議論した事項」として「障害者の生涯学習」が記さ

れ、多様な実践主体による学習機会の提供の実態か

ら，「ライフワイドの視点を持って，人生の段階を

意識した取組のみならず，「今」の生活を豊かにす

る視点や，空間的な広がりの視点をもって事業を推

進していく考え方には注目すべきであり，こうした

広がりを持たせていくためにも，地方自治体や国に

おいては,障害者のウェルビーイングの実現に|句け，

障害者の生活の視点をもって，分野を超えた連携・

協働を進めていくことが必要である」とされた．こ

こでは「ライフワイド」の語の使用とともに‘筆者

による発表の内容が反映される形となった．

中教審生涯学習分科会での報告

筆者は‘2023年度から文部科学省の「障害者の

生涯学習推進アドバイザー」を委嘱されている．そ

の絡みもあってか, 2024年2月に開催された第129

回中央教育審議会生涯学習分科会での事例発表を行

う機会を得た．内容は「障害のある人の生涯学習に

ついて」とされ,15分程の報告と30分程の質疑を

分科会委員との間で交わした．分科会の資料及び議

事録は，文部科学省HPで公開されている8).

分科会は第12期( 2023.3～2025.3 )の議論とし

て，リカレンI､教育やリスキリングの検討を行って

おり，その流れで障害者の生涯学習について報告を

という依頼であった．しかし，リカレント教育以前

にまず保障すべき教育の機会が障害のある人びとに

は少ないことを踏まえると，分科会での議論の流れ

に必ずしも沿わないところがあり，依頼を受けた一

方で報告する内容の構成に頭を悩まされた．担当課

と事前の協議をする中で，その状況も含めた障害者

の生涯学習の状況を広く語って欲しいと言われて安

堵したが,限られた時間で何をどこまで伝えるかで，

再び頭を悩ませることとなった

結局は，「ライフヮイド」の視点から生涯学習を

捉えることを提起することにした．障害者の生涯学

習において，分科会で議論されてきたリカレント教

育やリスキリングは時系列的なタテの視点という印

象であり，障害のある人には空間的または「今」の

生活を豊かにするヨコの視点が必要であると強調し

た．そして，場や形態の議論に終始せず‘障害のあ

る人のウェルビーイングを実現する視点から生涯学

習の広がりを期待すると述べて発表を締めくくった．

6名の委員から質問が出されたが，「ライフワイ

ド」に関しての補足説明を求められた中で，次のよ

うに応答した．

「どうしても横といったときに，まだこれは何か

定式化されたものの話では全くなくて，今までどち

らかというと縦軸の見方が非常に強かったので，視

点を変えて横軸の見方をすると，いろいろな広がり

方が見えてきませんかというふうな意図なのです．

ですので，単純に世界を横に広げていこうという。

そういった理解をしていただいてもいいと思います

し，そうでなくて，生涯学習という捉え方も．視点

を変えて見ると，今まで言われていた生涯学習とい

う視点とは違うものも，これも生涯学習と言えるの

じやないかみたいなものが登場すると思うのです」

分科会でのリカレント教育やリスキリングの議論

を障害のある人に持ち込むと，特別支援教育の時代

においてもなお継続されている，就労至上主義的な

高等部教育の姿が浮かぶ．報告でも触れているが，
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度の拡充で考えるのではなく，他の形を追求する議

論もあってよいだろう．障害児･者やその家族にとっ

て，「こども食堂・地域食堂」のような居場所が街

中に点在する形となれば. ｢18歳の壁」においても，

放課後等デイサービスの利用年限の延長の要求が唯

一の答えという訳にはならないはずである．

また,各地の商店街や商工会などでは,「まちゼミ」

と称する取組みが存在する．公民館やカルチャーセ

ンターなどで行われている講座や活動を商店街に落

とし込んだような印象があるが，そこでは商店の店

主が講師役となって，店先で商売と関わった体験講

座やゼミナールを実施している．障害者の生涯学習

を推し進めるにあたって．この「まちゼミ」はヒン

トになる．先の障害者青年学級もそうだが，活動の

場所や実施主体を社会教育施設や文化施設で考える

のではなく，「まちゼミ」の利用によって学習ニー

ズを満たすことも考えられよう．本書「おわりに」

で登場する「アートスペースからふる」は．鳥取駅

前の商店街に存在する就労継続支援の事業所であ

る．日中活動で取り組むアート活動そのものが就労

となっているが，商店街が行う「まちゼミ」にも出

店し，参加者がアート活動を体験できるワーク

ショップを提供している．

その取組みを見て，「まちゼミ」への出店を福祉

事業所の地域貢献と理解するのは，一面的な見方に

留まるだろう.街中に事業所があることで,普段通っ

てきている利用者（からふるでは「アーチスト」と

表現する）が仕事から解かれた時間 就労の場の身

近で利用できる「まちゼミ」や第三の居場所がある

と受け止めることも可能である．はたまたアーチス

トたちが教わる側に回る「受け手」ではなく，講師

役として教える側に立つ「担い手」として‘一般の

参加者に向き合う機会も持つこともできる．このよ

うに,実践の評価は必ずしも一様なものではないが，

障害者の生涯学習の今後の広がりを考えた場合に，

大いに参考になると思われる．「ライフヮイド」の

視点で我が街を見た時の筆者の経験から言えること

は，生涯学習の見方や発想を柔軟で豊かにすること

で，様々なアイデアが生まれる可能性があるという

ことである そのことを，本書でも詳細に書き記し

たかったわけだが，改めてその機会までに実践や理

論を整理しておきたいと思う．

本書で書ききれなかったこと

出版企画当初は，全80頁相当のブックレットと

して想定したが，コロナ禍での紙代高騰を受けて，

1,000円を切る価格設定として全62頁に収めること

となった．理論的な単行本にしてはという編集者の

助言もあったが，この先の情勢の変化も見据えて，

まずは障害者の生涯学習に関わる啓発と本書の普及

を考慮したサイズに留めた．そのため，本書に収め

ることが出来なかった内容として，青年期．成人期

のサードプレイスとまちづくりがある．出版前後か

ら依頼を受けた講演においては。時間が許される範

囲でその点を言及することにしたが．それは本書の

第4章と「おわりに」をつなぐ､内容でもある

サードプレイスは，文字通り「第三の居場所」と

いうことだが，近年は都市計画や社会学などの領域

で取り上げられている．生涯学習に関わっては，学

校や家庭ではない場 すなわち社会教育の範蠕にお

ける活動が，その役割を担っていることがある．本

書第4草の最後で，「余暇」に対する捉え返しを記

しているが（本書p.52 ) ､生涯学習における「ライ

フワイド」の視点からこれらを取り上げると，話と

してはよく伝わるようである．

障害者の生涯学習実践では，社会教育領域で古く

から取り組まれてきた「障害者青年学級」がよく取

り上げられる．地域によっても学級の運営主体は行

政・団体･l可窓会などと異なっており，現在もその

活動が存続している地域は全国的に限られる．学級

の成立過程から考えると，’境害のある子どもの学校

教育の機会保障が不十分だった時代，卒業生のアフ

ターケアとして始まった取組みが，徐々にその性格

を変化させて‘日中活動．暮らしの場とは異なる第

三の場としての役割を担うようになったといえる

しかし，今日では18歳までの学校教育の機会保障

が進み，学齢期における第三の場が障害福祉事業と

しての放課後等デイサービスが中心的な受け皿と

なっているが,18歳を超えてもなお，継続して通

える場を求める声が高まっている．「18歳の壁」と

表現される問題がここにあるが，そのニーズは果た

して福祉事業でのみで受け止めるものであろうか．

18歳以降の生活において、就労の場から解放さ

れた時間のケアのすべてを障害福祉事業として受け

止めるばかりでなく，家族が安心できる場としての

第三の居場所が存在すれば，その利用も選択肢の一

つとなる．その居場所で学習活動が行われれば，生

涯学習の場としての役割を果たすことにもなってい

く・近年広がっている「こども食堂．地域食堂」等

の取組みに，サードプレイスとしての役割が認識さ

れているが．18歳以降のニーズのすべてを福祉制

今後の可能性

筆者は‘障害児・者家族における「親亡き後」問

題との向き合いの中で，障害者の生涯学習を充実さ

せていく必要性があるとも考えている．本書では．

教育年限延長の声を実現し，青年期の自分づくりの

機会や時間を保障する「専攻科」を取り上げている
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が,その後の成人期老年期における「自分みがき」

に資する生涯学習については，まだ十分に論じ切っ

ていない．「親亡き後」を考えて，将来に向けて今

からできることは何かとすると，金銭管理や生活管

理のような防貧的な取組みにならざるを得ない．将

来に向けての訓練期間として今があるのではなく，

今の生活の豊かさや充実さがあることで‘安心して

｢親亡き後」を迎えられるような形にはならないだ

ろうかと思う．その意味から，「自分みがき」とし

て生涯学習の機会が果たせる役割があるのではない

かということである．この議論を成熟させるには，

もう少し時間を要すると思うが．試行的に進めてい

る途上にある．

大阪・岸和田市のいずみ野福祉会が日本財団の支

援を受けて行っている「重度障害者の自立支援学習

プログラムの構築」事業では,「親子みらいワーク」

と称して,「青年期のライフヮイド学習プログラム」

とともに「親のライフワイド学習プログラム」を検

討している↑0)．当初は，親の「子離れ」に問題意

識があったが‘青年の自立を進める一方で,親にとっ

ての自立，とりわけ精神的自立が大きな課題になる

ということで､親向けの学習プログラムを開発した

ところが特徴となっている．これらを含めて，周辺

課題にも目を向けながら，「ライフワイド」を深化

させていかねばならない．最近では,「ライフデイー

プ」な学びを説く論も登場しているため，その吟味

もあわせて行う必要もあるだろう↑')

本書で扱っている障害者の生涯学習は，現時点で

実践や理論が完成されたものではない．そのため，

出版から時間が経過すれば．今後色槌せてしまう部

分もあるだろうし，新たに加えられる実践や導き出

される理論もあるだろう．新鮮度が高くて旬と言え

る内に．ぜひ多くの方に本書を手にとっていただけ

れば幸いである．そして，これに続く形でもう一冊

執筆できればと，その構想をあたためているところ

である．
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